






要約:離乳期における血清病血管炎の有無により、思春期後(3 ヵ月令)から 2 ヵ月間の 5%

コレステロール食が冠動脈および大動脈に及ぼす影響を病理組織学的に検討した。冠動脈

における粥状硬化度は離乳期処置群が対照に比し有意に強かった。大動脈も処置群の程度

が強かったが、有意差は認めなかった。両血管の結果は誘発血管炎の強さを反映している

と思われる。これらの所見より、離乳期に冠動脈炎が粥状硬化の危険因子であることが明

らかとなり、川崎病もその可能性が示唆された。 


